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観測孔No.3-1
全ﾍﾞｰﾀ：180(８／１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：460(８／１採取分）
Cs-134：1.2（７／２５、８／８採取分）
Cs-137：２.６（８/１採取分）

２号機取水電源ケーブルトレンチB2

全ﾍﾞｰﾀ：2.3×107（７／１７採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：1.2×105（７／１７採取分）

Cs-134：1.2×107（７／１７採取分）

Cs-137：2.4×107（７／１７採取分）

観測孔No.1-2
全ﾍﾞｰﾀ：9.0×105(７／５、７／９採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：4.3×105(９／１６採取分）
Cs-134：11,000（７／９採取分）
Cs-137：22,000（７／９採取分）

観測孔No.1-3
全ﾍﾞｰﾀ：1.6×105(8/12、8/15採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：2.9×105(７／１２採取分）
Cs-134：10(９／２採取分）
Cs-137：24（９／２採取分）

No.25

No.26No.27

No.24No.23

No.32
No.56

No.53
No.55

４号機海水配管トレンチ立坑
全ﾍﾞｰﾀ：未採取
ﾄﾘﾁｳﾑ：未採取

Cs-134：6.2×104（６／１８採取分）

Cs-137：1.3×105（６／１８採取分）

２号機取水電源ケーブルトレンチB1-1

全ﾍﾞｰﾀ：7.5×108（７／２６採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：8.7×106（７／２６採取分）

Cs-134：7.5×108（７／２６採取分）

Cs-137：1.6×109（７／２６採取分）

２号機サブドレンNo.23、24
No.23～24のうち最大のものの値を記載
全ﾍﾞｰﾀ：1,052（No.23）（６／１8（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：2,407（No.24）（６／１9（H24）採取分）
Cs-134：276（No.23）（６／１8（H24）採取分）
Cs-137：425（No.23）（６／１8（H24）採取分）

※：放射能濃度の単位はBq/L
※：採取日について年の記載の無いものはH25年に採取
※：観測孔の値は最高値を記載（10/11時点）
※：測定結果がNDのものについては括弧内に検出限界値を記載

１号機サブドレンNo.2
全ﾍﾞｰﾀ：25（８／５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：3,200（８／５採取分）
Cs-134：ND（14）（８／５採取分）
Cs-137：20（８／５採取分）

No.2

No.1

４号機サブドレンNo.5３、５５
最大のNo.55の値を記載
全ﾍﾞｰﾀ：ND（26.1）（６／5（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：6,144（６／5（H24）採取分）
Cs-134：2.0（５／１７（H24）採取分）
Cs-137：3.4（５／１７（H24）採取分）

放射能濃度分析結果まとめ（観測孔の値について最大値を記載）

２号機サブドレンNo.2７
全ﾍﾞｰﾀ：430（11／12（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：470（11／12（H24）採取分）
Cs-134：110（１０／９採取分）
Cs-137：300（１０／９採取分）

２号機サブドレンNo.25、26
No.25～2６のうち最大のNo.25の値を記載
全ﾍﾞｰﾀ：１,737（６／１７（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：1,302（６／１７（H24）採取分）
Cs-134：645（６／１７（H24）採取分）
Cs-137：990（６／17（H24）採取分）

 トリチウム濃度：　60,000Bq/L以上

 全β濃度：        　30,000Bq/L以上
　　　　　　　　        3,000～30,000Bq/L
　　　　　　　        　300～3,000Bq/L

１号機サブドレンNo.1
全ﾍﾞｰﾀ：290（８／５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：110,000（８／５採取分）
Cs-134：77（１０／９採取分）
Cs-137：210（１０／９採取分）

観測孔No.2
全ﾍﾞｰﾀ：1,700(７／８採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：850(６／２６採取分）
Cs-134：0.5（７／９採取分）
Cs-137：1.2（７/11、８／１採取分）

ウェルポイント

全ﾍﾞｰﾀ：7.0×105(９／２３採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：4.6×105(８／１９採取分）
Cs-134：110（９／２３採取分）
Cs-137：250（９／２３採取分）

観測孔No.1-8
全ﾍﾞｰﾀ：2,100(９／１６採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：2,100(9/23，10/7採取分）
Cs-134：31（９／１６採取分）
Cs-137：67（９／１６採取分）

観測孔No.2-1
全ﾍﾞｰﾀ：380(７／29採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：440(８／２６採取分）
Cs-134：0.66（９／１採取分）
Cs-137：1.1（８/２９、９／１採取分）

観測孔No.0-2
全ﾍﾞｰﾀ：37(９／２２採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：ND
Cs-134：ND
Cs-137：0.93（９／１５採取分）

１号機海水配管トレンチ立坑B
全ﾍﾞｰﾀ：63(８／１４採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：ND（130）(８／１４採取分）
Cs-134：3,800（８／１４採取分）
Cs-137：7,800（8/１４採取分）

観測孔No.1-9
全ﾍﾞｰﾀ：600(９／８採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：770(１０／１採取分）
Cs-134：170（９／３採取分）
Cs-137：380（９／３採取分）

観測孔No.1T-1
全ﾍﾞｰﾀ：ND
ﾄﾘﾁｳﾑ：200（９／５採取分）
Cs-134：ND
Cs-137：ND

観測孔No.1T-３
全ﾍﾞｰﾀ：ND
ﾄﾘﾁｳﾑ：80,000（９／５採取分）
Cs-134：ND
Cs-137：ND

２号機海水配管トレンチ立坑C
水深1、７、１3mのうち最大の13mの値を記載

全ﾍﾞｰﾀ：5.2×108（7/31採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：4.6×106（7/31採取分）

Cs-134：3.0×108（7/31採取分）

Cs-137：6.5×108（7/31採取分）

観測孔No.1R-1
全ﾍﾞｰﾀ：ND
ﾄﾘﾁｳﾑ：150（９／５採取分）
Cs-134：0.64(９／５採取分）
Cs-137：1.3(９／５採取分）

観測孔No.1-4
全ﾍﾞｰﾀ：380(８／１９採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：98,000(７／１１採取分）
Cs-134：1.５（７／８採取分）
Cs-137：3.6（７/８採取分）

観測孔No.1-5
全ﾍﾞｰﾀ：56,000(８／５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：72,000(８／１５採取分）
Cs-134：310（８／５採取分）
Cs-137：650（8／５採取分）

N3

N４

試験掘削孔N3
全ﾍﾞｰﾀ：ND（21）(９／１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：320（９／１採取分）
Cs-134：3.0(９／１採取分）
Cs-137：7.2(９／１採取分）

観測孔No.4T-1
全ﾍﾞｰﾀ：ND
ﾄﾘﾁｳﾑ：1,800（９／９採取分）
Cs-134：ND
Cs-137：ND

試験掘削孔N４
全ﾍﾞｰﾀ：62（９／１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：320（９／１採取分）
Cs-134：4.8（９／１採取分）
Cs-137：12（９／１採取分）

観測孔No.2R-1
全ﾍﾞｰﾀ：36(９／３採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：31（９／３採取分）
Cs-134：ND
Cs-137：0.97(９／３採取分）

観測孔No.1T-4
全ﾍﾞｰﾀ：9.500(９／１１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：4,200(９／１３採取分）
Cs-134：0.64（９／１３採取分）
Cs-137：0.90（９／１３採取分）

観測孔No.2T-1
全ﾍﾞｰﾀ：ND
ﾄﾘﾁｳﾑ：20,000(９／１１採取分）
Cs-134：ND
Cs-137：0.66（９／１１採取分）

観測孔No.2T-2
全ﾍﾞｰﾀ：830(９／１１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：770(９／１１採取分）
Cs-134：ND
Cs-137：ND

観測孔No.0-1
全ﾍﾞｰﾀ：300(８／２２採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：４5,000(８／２９採取分）
Cs-134：3.0（９／２9採取分）
Cs-137：5.9（１０／６採取分）

観測孔No.1-11
全ﾍﾞｰﾀ：72(１０／３採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：85,000(９／１３採取分）
Cs-134：0.67（１０／１０採取分）
Cs-137：2.0（１０／１０採取分）

観測孔No.1
全ﾍﾞｰﾀ：1,900(５／２４採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：5.0×105(5/24、6/7採取分）
Cs-134：13（８／２９採取分）
Cs-137：31（８／２９採取分）

２号機海水配管トレンチ立坑A
全ﾍﾞｰﾀ：未採取
ﾄﾘﾁｳﾑ：未採取

Cs-134：1.8×107（5/30採取分）

Cs-137：3.7×107（5/30採取分）

３号機海水配管トレンチ立坑A
水深1、７、１3mのうち最大の1mの値を記載

全ﾍﾞｰﾀ：6.7×108（７／１0採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：1.2×107（７／１０採取分）

Cs-134：5.0×107（７／１０採取分）

Cs-137：1.0×108（７／１０採取分）

３号機サブドレンNo.32
全ﾍﾞｰﾀ：ND（9）（11／12（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：９７（11／12（H24）採取分）
Cs-134：ND（10）（１０／９採取分）
Cs-137：ND（20）（１０／９採取分）

４号機サブドレンNo.56
全ﾍﾞｰﾀ：12（６／１１（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：6,200（６／１１（H24）採取分）
Cs-134：ND（10）（１０／９採取分）
Cs-137：ND（20）（１０／９採取分）

３号機海水配管トレンチ立坑B
水深1、７、１3mのうち最大のものを記載

全ﾍﾞｰﾀ：3.4×107（７、13m）（７／３１採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：3.6×105（1m）（７／３１採取分）

Cs-134：1.3×107（1m）（７／３１採取分）

Cs-137：2.6×107（1m）（７／３１採取分）

観測孔No.3
全ﾍﾞｰﾀ：1,400(７／１１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：3,200(１２／１２（H24）採取分）
Cs-134：3.5（７／２５採取分）
Cs-137：5.9（８／８採取分）

観測孔No.3-4
全ﾍﾞｰﾀ：ND
ﾄﾘﾁｳﾑ：170（９／１８採取分）
Cs-134：1.0（９／２５採取分）
Cs-137：1.9（１０／９採取分）

観測孔No.1T-２
全ﾍﾞｰﾀ：ND
ﾄﾘﾁｳﾑ：200（９／１９採取分）
Cs-134：ND
Cs-137：ND

観測孔No.４R-1
全ﾍﾞｰﾀ：ND
ﾄﾘﾁｳﾑ：ND
Cs-134：ND
Cs-137：ND

観測孔No.３R-1
全ﾍﾞｰﾀ：ND
ﾄﾘﾁｳﾑ：1,100（９／２５採取分）
Cs-134：ND
Cs-137：ND

1R-1

2R-1

3R-1

4R-1

4T-1

観測孔No.2-6
全ﾍﾞｰﾀ：37（１０／９採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：910(１０／６採取分）
Cs-134：0.42(９／2２採取分）
Cs-137：0.57(9/22，9/29採取分）

観測孔No.1-16
全ﾍﾞｰﾀ：7.４×105(１０／１０採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：43,000(９／２６採取分）
Cs-134：1.5（１０／３採取分）
Cs-137：3.4（１０／１０採取分）

観測孔No.2-5
全ﾍﾞｰﾀ：46,000(９／２９採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：1,500(９／２９採取分）
Cs-134：3.7(９／２９採取分）
Cs-137：10(９／２９採取分）

観測孔No.1T-5
全ﾍﾞｰﾀ：3.200(１０／１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：7,500(１０／１採取分）
Cs-134：ND
Cs-137：ND
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観測孔No.3-1
全ﾍﾞｰﾀ：55(８／２２採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：240(８／２２採取分）
Cs-134：0.68（８／２２採取分）
Cs-137：1.2（８／２２採取分）

２号機取水電源ケーブルトレンチB2

全ﾍﾞｰﾀ：2.3×107（７／１７採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：1.2×105（７／１７採取分）

Cs-134：1.2×107（７／１７採取分）

Cs-137：2.4×107（７／１７採取分）

観測孔No.1-2
全ﾍﾞｰﾀ：2.5×105(１０／７採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：54,000(１０／７採取分）
Cs-134：1,400（１０／７採取分）
Cs-137：2,800（１０／７採取分）

観測孔No.1-3
全ﾍﾞｰﾀ：21,000(９／２採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：2.0×105(９／２採取分）
Cs-134：10(９／２採取分）
Cs-137：24（９／２採取分）

No.25

No.26No.27

No.24No.23

No.32
No.56

No.53
No.55

４号機海水配管トレンチ立坑
全ﾍﾞｰﾀ：未採取
ﾄﾘﾁｳﾑ：未採取

Cs-134：6.2×104（６／１８採取分）

Cs-137：1.3×105（６／１８採取分）

２号機取水電源ケーブルトレンチB1-1

全ﾍﾞｰﾀ：7.5×108（７／２６採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：8.7×106（７／２６採取分）

Cs-134：7.5×108（７／２６採取分）

Cs-137：1.6×109（７／２６採取分）

２号機サブドレンNo.23、24
No.23～24のうち最大のものの値を記載
全ﾍﾞｰﾀ：1,052（No.23）（６／１8（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：2,407（No.24）（６／１9（H24）採取分）
Cs-134：276（No.23）（６／１8（H24）採取分）
Cs-137：425（No.23）（６／１8（H24）採取分）

※：放射能濃度の単位はBq/L
※：採取日について年の記載の無いものはH25年に採取
※：観測孔の値は至近値を記載（10/11時点）
※：測定結果がNDのものについては括弧内に検出限界値を記載

No.2

No.1

４号機サブドレンNo.5３、５５
最大のNo.55の値を記載
全ﾍﾞｰﾀ：ND（26.1）（６／5（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：6,144（６／5（H24）採取分）
Cs-134：2.0（５／１７（H24）採取分）
Cs-137：3.4（５／１７（H24）採取分）

放射能濃度分析結果まとめ（観測孔の値について至近値を記載）

２号機サブドレンNo.2７
全ﾍﾞｰﾀ：430（11／12（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：470（11／12（H24）採取分）
Cs-134：110（１０／９採取分）
Cs-137：300（１０／９採取分）

２号機サブドレンNo.25、26
No.25～2６のうち最大のNo.25の値を記載
全ﾍﾞｰﾀ：１,737（６／１７（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：1,302（６／１７（H24）採取分）
Cs-134：645（６／１７（H24）採取分）
Cs-137：990（６／17（H24）採取分）

 トリチウム濃度：　60,000Bq/L以上

 全β濃度：        　30,000Bq/L以上
　　　　　　　　        3,000～30,000Bq/L
　　　　　　　        　300～3,000Bq/L

観測孔No.2
全ﾍﾞｰﾀ：130(１０／９採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：670(１０／６採取分）
Cs-134：ＮＤ（0.37）（１０／９採取分）
Cs-137：ＮＤ（0.46）（１０／９採取分）

ウェルポイント

全ﾍﾞｰﾀ：6.1×105(１０／７採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：2.0×105(１０／７採取分）
Cs-134：20（１０／７採取分）
Cs-137：43（１０／７採取分）

観測孔No.1-8
全ﾍﾞｰﾀ：100(１０／７採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：2,100(１０／７採取分）
Cs-134：23（１０／７採取分）
Cs-137：49（１０／７採取分）

観測孔No.2-1
全ﾍﾞｰﾀ：29(９／４採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：380(９／４採取分）
Cs-134：ＮＤ（0.40）（９／４採取分）
Cs-137：0.82（９／４採取分）

観測孔No.0-2
全ﾍﾞｰﾀ：28(１０／６採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：ND（110）（１０／６採取分）
Cs-134：ND（0.34）（１０／６採取分）
Cs-137：0.52（１０／６採取分）

１号機海水配管トレンチ立坑B
全ﾍﾞｰﾀ：63(８／１４採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：ND（130）(８／１４採取分）
Cs-134：3,800（８／１４採取分）
Cs-137：7,800（8/１４採取分）

観測孔No.1-9
全ﾍﾞｰﾀ：71(１０／１０採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：630(１０／８採取分）
Cs-134：9.2（１０／１０採取分）
Cs-137：21（１０／１０採取分）

２号機海水配管トレンチ立坑C
水深1、７、１3mのうち最大の13mの値を記載

全ﾍﾞｰﾀ：5.2×108（7/31採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：4.6×106（7/31採取分）

Cs-134：3.0×108（7/31採取分）

Cs-137：6.5×108（7/31採取分）

観測孔No.1-4
全ﾍﾞｰﾀ：240(８／２２採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：21,000(８／２２採取分）
Cs-134：1.0（８／２２採取分）
Cs-137：1.8（８／２２採取分）

観測孔No.1-5
全ﾍﾞｰﾀ：820(９／５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：23,000(９／５採取分）
Cs-134：50（９／５採取分）
Cs-137：110（９／５採取分）

N3

N４

試験掘削孔N3
全ﾍﾞｰﾀ：ND（21）(９／１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：320（９／１採取分）
Cs-134：3.0(９／１採取分）
Cs-137：7.2(９／１採取分）

試験掘削孔N４
全ﾍﾞｰﾀ：62（９／１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：320（９／１採取分）
Cs-134：4.8（９／１採取分）
Cs-137：12（９／１採取分）

観測孔No.1T-4
全ﾍﾞｰﾀ：7.000(９／１３採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：4,200(９／１３採取分）
Cs-134：0.64（９／１３採取分）
Cs-137：0.90（９／１３採取分）

観測孔No.0-1
全ﾍﾞｰﾀ：160(１０／６採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：16,000(１０／６採取分）
Cs-134：2.3（１０／６採取分）
Cs-137：5.9（１０／６採取分）

観測孔No.1-11
全ﾍﾞｰﾀ：46(１０／１０採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：36,000(１０／７採取分）
Cs-134：0.67（１０／１０採取分）
Cs-137：2.0（１０／１０採取分）

観測孔No.1
全ﾍﾞｰﾀ：310(１０／１０採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：2.7×105(１０／７採取分）
Cs-134：ＮＤ（0.51）（１０／１０採取分）
Cs-137：1.4（１０／１０採取分）

２号機海水配管トレンチ立坑A
全ﾍﾞｰﾀ：未採取
ﾄﾘﾁｳﾑ：未採取

Cs-134：1.8×107（5/30採取分）

Cs-137：3.7×107（5/30採取分）

３号機海水配管トレンチ立坑A
水深1、７、１3mのうち最大の1mの値を記載

全ﾍﾞｰﾀ：6.7×108（７／１0採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：1.2×107（７／１０採取分）

Cs-134：5.0×107（７／１０採取分）

Cs-137：1.0×108（７／１０採取分）

３号機サブドレンNo.32
全ﾍﾞｰﾀ：ND（9）（11／12（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：９７（11／12（H24）採取分）
Cs-134：ND（10）（１０／９採取分）
Cs-137：ND（20）（１０／９採取分）

４号機サブドレンNo.56
全ﾍﾞｰﾀ：12（６／１１（H24）採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：6,200（６／１１（H24）採取分）
Cs-134：ND（10）（１０／９採取分）
Cs-137：ND（20）（１０／９採取分）

３号機海水配管トレンチ立坑B
水深1、７、１3mのうち最大のものを記載

全ﾍﾞｰﾀ：3.4×107（７、13m）（７／３１採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：3.6×105（1m）（７／３１採取分）

Cs-134：1.3×107（1m）（７／３１採取分）

Cs-137：2.6×107（1m）（７／３１採取分）

観測孔No.3
全ﾍﾞｰﾀ：ＮＤ（24）(９／５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：1,100(９／５採取分）
Cs-134：3.0（９／５採取分）
Cs-137：3.0（９／５採取分）

観測孔No.3-4
全ﾍﾞｰﾀ：ＮＤ（18）(１０／９採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：160（１０／９採取分）
Cs-134：0.66（１０／９採取分）
Cs-137：1.9（１０／９採取分）

1R-1

2R-1

3R-1

4R-1

4T-1

観測孔No.2-6
全ﾍﾞｰﾀ：37(１０／９採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：910(１０／６採取分）
Cs-134：ＮＤ（0.48）(１０／９採取分）
Cs-137：ＮＤ（0.58）(１０／９採取分）

観測孔No.1-16
全ﾍﾞｰﾀ：7.4×105（１０／１０採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：36,000（１０／７採取分）
Cs-134：ND（1.0）（１０／１０採取分）
Cs-137：3.4（１０／１０採取分）

観測孔No.2-5
全ﾍﾞｰﾀ：46,000(９／２９採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：1,500(９／２９採取分）
Cs-134：3.7(９／２９採取分）
Cs-137：10(９／２９採取分）

観測孔No.1T-5
全ﾍﾞｰﾀ：3.200(１０／１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：7,500(１０／１採取分）
Cs-134：ND（0.47）(１０／１採取分）
Cs-137：ND（0.62）(１０／１採取分）

観測孔No.1T-２
全ﾍﾞｰﾀ：ND（18）（９／１９採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：200（９／１９採取分）
Cs-134：ND（0.38）（９／１９採取分）
Cs-137：ND（0.45）（９／１９採取分）

１号機サブドレンNo.2
全ﾍﾞｰﾀ：25（８／５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：3,200（８／５採取分）
Cs-134：ND（14）（８／５採取分）
Cs-137：20（８／５採取分）

１号機サブドレンNo.1
全ﾍﾞｰﾀ：290（８／５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：110,000（８／５採取分）
Cs-134：77（１０／９採取分）
Cs-137：210（１０／９採取分）

観測孔No.1T-1
全ﾍﾞｰﾀ：ND（21）（９／５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：200（９／５採取分）
Cs-134：ND（0.37）（９／５採取分）
Cs-137：ND（0.47）（９／５採取分）

観測孔No.1T-３
全ﾍﾞｰﾀ：ND（21）（９／５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：80,000（９／５採取分）
Cs-134：ND（0.54）（９／５採取分）
Cs-137：ND（0.52）（９／５採取分）

観測孔No.1R-1
全ﾍﾞｰﾀ：ND（21）（９／５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：150（９／５採取分）
Cs-134：0.64(９／５採取分）
Cs-137：1.3(９／５採取分）

観測孔No.2T-1
全ﾍﾞｰﾀ：ND（24）（９／１１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：20,000(９／１１採取分）
Cs-134：ND（0.36）（９／１１採取分）
Cs-137：0.66（９／１１採取分） 観測孔No.2T-2

全ﾍﾞｰﾀ：830(９／１１採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：770(９／１１採取分）
Cs-134：ND（0.47）（９／１１採取分）
Cs-137：ND（0.60）（９／１１採取分）

観測孔No.4T-1
全ﾍﾞｰﾀ：ND（17）（９／９採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：1,800（９／９採取分）
Cs-134：ND（0.38）（９／９採取分）
Cs-137：ND（0.44）（９／９採取分）

観測孔No.４R-1
全ﾍﾞｰﾀ：ND（18）（９／１８採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：ND（7）（９／１８採取分）
Cs-134：ND（0.46）（９／１８採取分）
Cs-137：ND（0.59）（９／１８採取分）

観測孔No.３R-1
全ﾍﾞｰﾀ：ND（17）（９／２５採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：1,100（９／２５採取分）
Cs-134：ND（0.43）（９／２５採取分）
Cs-137：ND（0.58）（９／２５採取分）

観測孔No.2R-1
全ﾍﾞｰﾀ：36(９／３採取分）
ﾄﾘﾁｳﾑ：31（９／３採取分）
Cs-134：ND（0.55）（９／３採取分）
Cs-137：0.97(９／３採取分）
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

地下水のモニタリングデータ（1／7）

タービン建屋海側地下水

観測孔No.0-1：トリチウムについて、上流側のNo.0-2が検出されていないのに対して、4万
Bq/L程度まで上昇したが低下傾向。

観測孔No.1-8：セシウム、全ベータは横ばい。トリチウムは上昇が見られたが低下。

観測孔No.1-9：No.1, No.1-8と比べてセシウムが高かったが低下。全ベータも低下。

観測孔No.1-11：トリチウムについてNo.1-4と同レベル。

観測孔No.1-16：全ベータについてNo.1-２と同レベル。トリチウムはNo.1-5と同レベル。

1,2号機間ウェルポイント：全ベータの変動が大きい。

観測孔No.2-5：セシウムについてNo.1-5より低い。全ベータはNo.1-5の初期値と同レベル。

建屋海側サブドレン

1T-1：トリチウムのみ検出。1T-2も同レベル。

1T-3：トリチウムのみ検出され、サブドレンNo.1と同様に高い。

1T-4：全ベータが高いレベルで検出。

1T-5：1T-4と比べて全ベータが低く、トリチウムが高い。

2T-1：トリチウムが比較的高いレベルで検出。 2T-2：全ベータが高いレベルで検出。

建屋山側サブドレン

1R-1： 全ベータは検出されていない。 2R-1： 全ベータを検出。

3R-1：トリチウムのみ検出。

4R-1：セシウム、全ベータ、トリチウムとも検出されていない。
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

地下水のモニタリングデータ（2／7）

地下水の濃度分布（地点比較）

0

1

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

B
q/

L

H-3
全β
Cs-137

0-1 1-21-1 1-3 1-4 2 3

H-3の告示濃度

Cs-137の告示濃度

2-1 3-11-5

（H25.10.10現在）

1 1-8
ｳｴﾙ
ﾎﾟｲﾝﾄ

0-2 1-9 3-41-11

Sr-90の告示濃度

2-61-16 2-5

調査孔No.

1,2号機間 2,3号機間 3,4号機間1号機北側

7

t1200625
テキストボックス



無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

地下水のモニタリングデータ（3／7）

No.0-1

No.1-8

地下水のトリチウム濃度の推移

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

13/5/20 13/5/30 13/6/9 13/6/19 13/6/29 13/7/9 13/7/19 13/7/29 13/8/8 13/8/18 13/8/28 13/9/7 13/9/17 13/9/27 13/10/7

地下水No.1
H-3

地下水No.2
H-3

地下水No.3
H-3

地下水No.1-1
H-3

地下水No.1-2
H-3

地下水No.1-3
H-3

地下水No.1-4
H-3

地下水No.1-5
H-3

地下水No.2-1
H-3

地下水No.3-1
H-3

地下水No.0-1
H-3

地下水No.1-8
H-3

ｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ
H-3

地下水No.0-2
H-3

地下水No.1-9
H-3

地下水No.1-11
H-3

地下水No.3-4
H-3

地下水No.2-6
H-3

地下水No.1-16
H-3

地下水No.2-5
H-3

Bq/L

H-3
告示濃度
60000Bq/L

8/15～ ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ稼働
8/22～ 2号機分岐ﾄﾚﾝﾁ水抜き

地下水No.1
H-3

地下水No.2
H-3

地下水No.3
H-3

地下水No.1-1
H-3

地下水No.1-2
H-3

地下水No.1-3
H-3

地下水No.1-4
H-3

地下水No.1-5
H-3

地下水No.2-1
H-3

地下水No.3-1
H-3

地下水No.0-1
H-3

地下水No.1-8
H-3

ｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ
H-3

地下水No.0-2
H-3

地下水No.1-9
H-3

地下水No.1-11
H-3

地下水No.3-4
H-3

地下水No.2-6
H-3

地下水No.1-16
H-3

地下水No.2-5
H-3
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

地下水のセシウム濃度の推移

0.1

1.0

10.0

100.0

1,000.0

10,000.0

100,000.0

1,000,000.0

13/5/20 13/5/30 13/6/9 13/6/19 13/6/29 13/7/9 13/7/19 13/7/29 13/8/8 13/8/18 13/8/28 13/9/7 13/9/17 13/9/27 13/10/7
地下水No.1
Cs-137

地下水No.2
Cs-137

地下水No.3
Cs-137

地下水No.1-1
Cs-137

地下水No.1-2
Cs-137

地下水No.1-3
Cs-137

地下水No.1-4
Cs-137

地下水No.1-5
Cs-137

地下水No.2-1
Cs-137

地下水No.3-1
Cs-137

地下水No.0-1
Cs-137

地下水No.0-2
Cs-137

地下水No.1-8
Cs-137

地下水No.1-9
Cs-137

ｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ
Cs-137

地下水No.1-11
Cs-137

地下水No.3-4
Cs-137

地下水No.2-6
Cs-137

地下水No.1-16
Cs-137

地下水No.2-5
Cs-137

Bq/L

Cs-137
告示濃度
90Bq/L

地下水のモニタリングデータ（4／7）

No.1-8
No.1-9

8/15～ ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ稼働
8/22～ 2号機分岐ﾄﾚﾝﾁ水抜き

地下水No.1
Cs-137

地下水No.2
Cs-137

地下水No.3
Cs-137

地下水No.1-1
Cs-137

地下水No.1-2
Cs-137

地下水No.1-3
Cs-137

地下水No.1-4
Cs-137

地下水No.1-5
Cs-137

地下水No.2-1
Cs-137

地下水No.3-1
Cs-137

地下水No.0-1
Cs-137

地下水No.0-2
Cs-137

地下水No.1-8
Cs-137

地下水No.1-9
Cs-137

ｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ
Cs-137

地下水No.1-11
Cs-137

地下水No.3-4
Cs-137

地下水No.2-6
Cs-137

地下水No.1-16
Cs-137

地下水No.2-5
Cs-137
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

No.1-8

No.1-9

地下水のモニタリングデータ（5／7）

地下水の全ベータ、ストロンチウム濃度の推移

1

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

13/5/20 13/5/30 13/6/9 13/6/19 13/6/29 13/7/9 13/7/19 13/7/29 13/8/8 13/8/18 13/8/28 13/9/7 13/9/17 13/9/27 13/10/7
地下水No.1
全β

地下水No.1
Sr-90

地下水No.2
全β

地下水No.2
Sr-90

地下水No.3
全β

地下水No.3
Sr-90

地下水No.1-1
全β

地下水No.1-2
全β

地下水No.1-3
全β

地下水No.1-4
全β

地下水No.1-5
全β

地下水No.2-1
全β

地下水No.3-1
全β

地下水No.0-1
全β

地下水No.1-8
全β

ｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ
全β

地下水No.0-2
全β

地下水No.1-9
全β

地下水No.1-11
全β

地下水No.3-4
全β

地下水No.2-6
全β

地下水No.1-16
全β

地下水No.2-5
全β

Bq/L

Sr-90
告示濃度
30Bq/L

8/15～ ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ稼働
8/22～ 2号機分岐ﾄﾚﾝﾁ水抜き

地下水No.1
全β

地下水No.1
Sr-90

地下水No.2
全β

地下水No.2
Sr-90

地下水No.3
全β

地下水No.3
Sr-90

地下水No.1-1
全β

地下水No.1-2
全β

地下水No.1-3
全β

地下水No.1-4
全β

地下水No.1-5
全β

地下水No.2-1
全β

地下水No.3-1
全β

地下水No.0-1
全β

地下水No.1-8
全β

ｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ
全β

地下水No.0-2
全β

地下水No.1-9
全β

地下水No.1-11
全β

地下水No.3-4
全β

地下水No.2-6
全β

地下水No.1-16
全β

地下水No.2-5
全β

10

t1200625
テキストボックス



無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

No.1-2
No.1-8
No.1-9
No.2
No.1-3
No.1-5

No.0-1
No.1
No.1-4
No.1-11

（参考）

全ベータ／トリチウム濃度比

２号機タービン建屋滞留水（H23.3）

6.8E9／2.4E7＝280

２号機海水配管トレンチ立坑Ｃ（H25.7）

3.3E8／2.4E6＝140

１号機タービン建屋サブドレンNo.1（H25.8）

290／110000＝0.0026

地下水のモニタリングデータ（6／7）

全ベータ／トリチウム濃度比

・土壌への吸着のされやすさの違いから、地中を移行した距離が長い
地点ほど全ベータ／トリチウム比が小さくなると考えられる。
（No.1, No.1-4、No.1-11）

・全ベータ／トリチウム比が高い地点は、周辺に漏えい源がある可能性
が高い。（No.1-2）

・No.0-1の比はNo.1, No.1-4とほぼ同じであることから、漏えい源か
らの移行距離も同じである可能性が考えられる。
（２号機分岐トレンチからNo.1まで約30m）

地下水の全ベータ／トリチウム濃度比の推移

0.0001

0.0010

0.0100

0.1000

1.0000

10.0000

100.0000

13/5/26 13/6/5 13/6/15 13/6/25 13/7/5 13/7/15 13/7/25 13/8/4 13/8/14 13/8/24 13/9/3 13/9/13 13/9/23 13/10/3 13/10/13

地下水No.0-1 全β/H-3比 地下水No.0-2 全β/H-3比 地下水No.1 全β/H-3比 地下水No.1-2 全β/H-3比 地下水No.1-3 全β/H-3比

地下水No.1-4 全β/H-3比 地下水No.1-5 全β/H-3比 地下水No.1-9 全β/H-3比 ｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ全β/H-3比 地下水No.2 全β/H-3比

地下水No.2-1 全β/H-3比 地下水No.3 全β/H-3比 地下水No.3-1 全β/H-3比 地下水No.1-11 全β/H-3比 地下水No.1-8 全β/H-3比

地下水No.2-6 全β/H-3比 地下水No.3-4 全β/H-3比 地下水No.1-16 全β/H-3比 地下水No.2-5 全β/H-3比

8/15～ ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ稼働

地下水No.0-1 全β/H-3比 地下水No.0-2 全β/H-3比 地下水No.1 全β/H-3比 地下水No.1-2 全β/H-3比 地下水No.1-3 全β/H-3比

地下水No.1-4 全β/H-3比 地下水No.1-5 全β/H-3比 地下水No.1-9 全β/H-3比 ｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ全β/H-3比 地下水No.2 全β/H-3比

地下水No.2-1 全β/H-3比 地下水No.3 全β/H-3比 地下水No.3-1 全β/H-3比 地下水No.1-11 全β/H-3比 地下水No.1-8 全β/H-3比

地下水No.2-6 全β/H-3比 地下水No.3-4 全β/H-3比 地下水No.1-16 全β/H-3比 地下水No.2-5 全β/H-3比
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

１,２号機間ウェルポイントによる１日あたりの汲み上げ量

①8/15～10/10 平均の汲み上げ量（移送量） ５1m3/日
②汲み上げ水の放射能濃度（Bq/L）

③（＝①×②）汲み上げた放射能量（Bq/日）

海への流出量試算値（Bq/日）
1～4号機取水口内の海水中濃度、海水交換率からの試算（暫定）

694.9×1052.4×1052013.9.30

436.1×1052.0×1052013.10.7

ND8.9×1042.2×1052013.9.9

324.5×1052.9×1052013.9.16

2507.0×1053.4×1052013.9.23

ND3.6×1053.8×1052013.9.2

673.6×1053.0×105平均

2.15.9×1032.6×1052013.8.26

3.41.9×1054.6×1052013.8.19

Cs-137全βH-3採取日

3.4×1061.8×10101.5×1010平均

Cs-137全βH-3

4×1093×109－最小

2×10101×10101×1011最大

Cs-137Sr-90＊H-3
＊：全βの1/2として

全β濃度から算出

地下水のモニタリングデータ（7／7）
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

海水のモニタリングデータ（1／11）

１～４号機取水路開渠内海水

２号機シルトフェンス内側：10/9採取分のCs-134, Cs-137について、前日の値より10倍
以上上昇したが（Cs-134：26→370Bq/L、Ca-137：64→830Bq/L）、
10/11以降は低下傾向。

１、２号機取水口間：８月上旬は上昇傾向にあったが、中旬以降は横ばい。

取水口北側：８月以降は横ばいであったが、10/10にセシウムが上昇。

東波除堤北側：取水口北側の上昇前のレベルで推移していたが、10/9～11にセシウムが
上昇。

港湾内海水

港湾内（航路エリア）：8/19に全ベータが検出され、その後は検出されていなかったが、

10/3に港湾内東側で検出された。

港湾口： 8/19に全ベータが検出されたが、その後は検出されていない。10/11にCs-137
が7.3Bq/Lまで上昇したが、10/12以降は低下。

港湾外海水

港湾口東側：発電所近傍の港湾口東側で10/8採取した試料からCs-137が初めて検出された
が（1.4Bq/L 検出限界値は0.7Bq/L 観測開始はH25/8/14 ）、10/10
は検出されていない。

港湾内外の変動の関係性
10/8港湾外港湾口東側のCs-137の検出、10/9港湾内２号機シルトフェンス内側の
Cs-137の上昇については、出現日が前後しているため直接の関係はないものと考えられるが、
港湾内での拡散は考えられるので港湾外への影響について引き続き監視していく。
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

海水のモニタリングデータ（2／11）

２号機シルトフェンス内側の海水中セシウム濃度の上昇要因の推定

Cs-134、Cs-137濃度が10/9に上昇し、10/11以降低下傾向にある要因としては、1,2号
機間の地盤改良工事の中で、地下水調査孔No.1-2南側への水ガラスの注入工事を行った結果、
地中に溜まっている水が2号機側に押し出されたものと考えている。土壌に水ガラスを注入する
際に高圧噴射を行うが、水ガラス（液体）が新たに入った分だけ土壌中の圧力が高まり、事故後
溜まっていた汚染水を土壌中から押し出したと考えられる。

 

10/7 夜 

10/8 夜 

9/25 夜 
～10/5 夜 

【地盤改良作業状況】 

10/10 夜 

ウェルポイント 

No.1-2は過去の汚染水の漏えい箇所の近
傍でセシウムが検出されており、地盤改良工
事は、9/24の夜間から実施している。

10/8採取分までのシルトフェンス内側に
おける分析結果に有意な上昇は見られておら
ず、10/11以降は低下傾向にある。濃度上昇
時には海側に最も近いエリアで施工しており
（10/8夜） 、翌日以降は海側から遠ざかっ
ていることから、新たな水の押し出し等は無
いと考えている 。。

過去に２号機取水口内に漏えいした高濃度
の汚染水は、セシウム濃度がストロンチウム
に比べ高く、高濃度のセシウムが海水中に押
し出されたものと考えられる。
（2号機ﾀｰﾋﾞﾝ建屋地階滞留水 H23.3.27採取

Cs-137：2.8×109Bq/L Sr-90：1.4×108Bq/L）

H23.4.2H23.4.2
汚染水漏えい汚染水漏えい

確認箇所確認箇所

２号機取水口
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

２号機シルトフェンス内海水のセシウム濃度上昇を受け、下表のとおり５
地点で、10月11日より１週間、港湾内のモニタリングを強化している。

γ線 3H 全ベータ Sr90 γ線 3H 全ベータ Sr90

1,2号機取水口間（表層）

1,2号機取水口間（下層）

１号機スクリーン（シルトフェンス内側） 毎日 1回／週 1回／週 1回／月

２号機スクリーン（シルトフェンス内側） 毎日 毎日
※5

毎日
※5 1回／月

セシウム濃度上昇箇所として監視強
化

1～4号機取水口内北側（東波除堤北側）※１ 毎日 1回／週 1回／週 1回／月 毎日 毎日※5 毎日※5 1回／月
１～４号機取水路開渠出口として監
視強化

１号機スクリーン（シルトフェンス外側）

２号機スクリーン（シルトフェンス外側）

2,3号機取水口間（表層） 1回／週 1回／週 1回／週 1回／月 毎日※5 毎日※5 毎日※5 1回／月
２，３号機取水口間護岸と遮水壁の
間に新たに設置したシルトフェンス
前のポイントとして監視強化

3,4号機取水口間（表層） 1回／週 1回／週 1回／週 1回／月 1回／週 1回／週 1回／週 1回／月

３号機スクリーン（シルトフェンス内側）

４号機スクリーン（シルトフェンス内側）

３号機スクリーン（シルトフェンス外側）

４号機スクリーン（シルトフェンス外側）

1～4号機取水口内南側

物揚場前 毎日 1回／週 1回／週 1回／月 毎日 毎日※5 毎日※5 1回／月 港湾内の代表点として監視強化

６号機取水口前 １回／週 1回／週 1回／週 － １回／週 1回／週 1回／週 －

港湾内西側※２

港湾内東側※２

港湾内北側※２

港湾内南側※２

港湾口※２ 1回／週 1回／週 1回／週 １回／月 毎日※5 毎日※5 毎日※5 １回／月 港湾外への影響監視の強化

5,6号機放水口北側 毎日 １回／月 １回／月 １回／月 毎日 １回／月 １回／月 １回／月

南放水口付近 毎日 １回／月 毎日 １回／月 毎日 １回／月 毎日 １回／月

※1 海側遮水壁工事の進捗により，採取場所を変更するが当面は併行測定。
※2 天候により採取できない場合あり。
※3 海側への漏えい監視はγ線、３H及び全βにて実施する。Srは告示濃度との比較等、影響評価のために実施する。
※4 １，２号機取水口間護岸の地盤改良対策完了までの監視強化
※5 １０月１１日から１週間,頻度を上げて実施する。

エリア

１～４号機
取水口付近

港湾内

毎日

毎日

南北放水口
付近

－

1回／週

毎日

1回／週

－

－

1回／週毎日 1回／週

サンプリング箇所
従来内容※3

1回／週
（3回／

週※4）

1回／週
（3回／

週※4）

1回／週
（3回／

週※4）
1回／月

1回／月

－

1回／週

－

1回／月

－

1回／週 1回／週 －

今回変更内容※3

1回／週
（3回／

週※4）

1回／週
（3回／

週※4）

1回／週
（3回／

週※4）
1回／月

備考

毎日 － － －

毎日 1回／週 1回／週 1回／月

毎日 － － －

－

1回／週 1回／週 1回／週

海水のモニタリングデータ（3／11）
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

港湾内海水モニタリングの強化地点

物揚場前

１～４号機取水口内北側
（東波除堤北側）

２，３号機取水口間
（表層）

２号機スクリーン
（シルトフェンス内側）

港湾口

新たに設置したシルトフェンス新たに設置したシルトフェンス
（（1010月９日設置済）月９日設置済）

モニタリング地点モニタリング地点
（赤色が今回強化地点）（赤色が今回強化地点）

海水のモニタリングデータ（4／11）
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

全β：ND（10/13)  H-3： 7.9(10/12)
Cs-134：ND（10/13) Cs-137：2.2（10/13)

全β：ND (10/7)  H-3：7.3(10/7)
Cs-134：1.3（10/7) Cs-137：1.7（10/7)

全β：ND（10/7)  H-3： 52(10/3)
Cs-134：ND（10/7) Cs-137：2.3（10/7)

全β： 310 (10/13） H-3： 720 (10/12）
Cs-134：23（10/13) Cs-137：51（10/13)

全β： 740(10/13） H-3：1,400 (10/10） （全て表層）
Cs-134：45（10/13) Cs-137：100（10/13)

ｼﾙﾄﾌｪﾝｽ内側(１～4号機） ①～④：号機
全β：①710 ②560(10/13) ③210 ④120 (②以外10/10)
H-3：①1500 ②1200(10/12) ③ND ④ND (②以外10/10)
Cs-134：①73 ②58(10/13) ③47 ④30 (②以外10/10)   
Cs-137：①170 ②130(10/13) ③110 ④65 (②以外10/10)

全β：ND（10/7)  H-3： 2.9(10/3)
Cs-134：ND（10/7) Cs-137：1.7（10/7)

全β： 300  (10/7) H-3： 620   (10/7)
Cs-134：17（10/7) Cs-137：36（10/7)

全β：ND（10/7)  H-3： 7.3 (10/3)
Cs-134：ND（10/7) Cs-137：ND（10/7)

全β： 90 (10/13)  H-3： ND (10/12)
Cs-134：12（10/13) Cs-137：26（10/13)

全β： 700 (10/13)  H-3： 2,400(10/10)
Cs-134：59（10/13) Cs-137：140（10/13)

全β：ND（10/7)  H-3： 7.8 (10/3)
Cs-134：ND（10/7) Cs-137：1.9（10/7)

全β：ND（10/8)  H-3： ND  (10/4)
Cs-134：ND（10/10) Cs-137：ND（10/10)

全β：ND（10/8) H-3： ND (10/4)
Cs-134：ND（10/10) Cs-137：ND（10/10)

全β： 22  (10/7） H-3： 14  (10/7）
Cs-134：ND（10/7) Cs-137：ND（10/7)

全β：ND(10/13)   H-3：ND(10/12)
Cs-134：ND（10/13) Cs-137：3.9（10/13)

港湾内・外の海水濃度測定結果海水のモニタリングデータ（5／11）

全β：ND (10/7)  H-3：ND (10/7)
Cs-134：ND（10/7) Cs-137：ND（10/7)

至近の測定結果（Bq/L）（H25.10.13現在） （○/○）：採水日

全β：ND（10/8) H-3： ND(10/4)
Cs-134：ND（10/10) Cs-137：ND（10/10)
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

海水のモニタリングデータ（6／11）

1,2号機取水口間の海水の濃度推移

1

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

13/6/1 13/6/11 13/6/21 13/7/1 13/7/11 13/7/21 13/7/31 13/8/10 13/8/20 13/8/30 13/9/9 13/9/19 13/9/29 13/10/9

1,2号機取水口間 表層
H-3

1,2号機取水口間 下層
H-3

1,2号機取水口間 表層
全β

1,2号機取水口間 下層
全β

1,2号機取水口間 表層
Cs-137

1,2号機取水口間 下層
Cs-137

Bq/L

H-3
告示濃度
60000Bq/L

1,2号機取水口間護岸背面地盤改良工事期間
1列目：7/8～7/31　2列目：7/23～8/9

海側遮水壁が1,2号機取水口間護岸
にかかる期間（7月下旬～）

ウェルポイント稼働
 （8/15～）

Cs-137
告示濃度
90Bq/L

Sr-90
告示濃度
30Bq/L

1,2号機取水口間 表層
H-3

1,2号機取水口間 下層
H-3

1,2号機取水口間 表層
全β

1,2号機取水口間 下層
全β

1,2号機取水口間 表層
Cs-137

1,2号機取水口間 下層
Cs-137
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

海水のモニタリングデータ（7／11）

1～4号機取水口北側、東波除堤北側の海水の濃度推移

1

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

13/5/11 13/5/21 13/5/31 13/6/10 13/6/20 13/6/30 13/7/10 13/7/20 13/7/30 13/8/9 13/8/19 13/8/29 13/9/8 13/9/18 13/9/28 13/10/8 13/10/18

1-4号機取水口北側
H-3

東波除堤北側
H-3

1-4号機取水口北側
全β

東波除堤北側
全β

1-4号機取水口北側
Cs-137

東波除堤北側
Cs-137

Bq/L

H-3
告示濃度
60000Bq/L

1,2号機取水口間護岸背面地盤改良工事期間
1列目：7/8～7/31　2列目：7/23～8/9

Cs-137
告示濃度
90Bq/L

Sr-90
告示濃度
30Bq/L

海側遮水壁が1～4号機取水口北側採取点
前にかかる期間（5/25～）

ウェルポイント稼働
        （8/15～）

1-4号機取水口北側
H-3

東波除堤北側
H-3

1-4号機取水口北側
全β

東波除堤北側
全β

1-4号機取水口北側
Cs-137

東波除堤北側
Cs-137
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

海水のモニタリングデータ（8／11）

港湾内、港湾口の海水の濃度推移

1

10

100

1,000

13/6/1 13/6/11 13/6/21 13/7/1 13/7/11 13/7/21 13/7/31 13/8/10 13/8/20 13/8/30 13/9/9 13/9/19 13/9/29 13/10/9

物揚場
全β

６号機取水口前
全β

港湾内東側
全β

港湾内西側
全β

港湾内北側
全β

港湾内南側
全β

港湾口
全β

物揚場
全βND値

６号機取水口前
全β ND値

港湾内東側
全β ND値

港湾内西側
全βND値

港湾内北側
全β ND値

港湾内南側
全β ND値

港湾口
全β ND値

Bq/L

Sr-90
告示濃度
30Bq/L

物揚場
全β

６号機取水口前
全β

港湾内東側
全β

港湾内西側
全β

港湾内北側
全β

港湾内南側
全β

港湾口
全β

物揚場
全βND値

６号機取水口前
全β ND値

港湾内東側
全β ND値

港湾内西側
全βND値

港湾内北側
全β ND値

港湾内南側
全β ND値

港湾口
全β ND値
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

海水のモニタリングデータ（9／11）

2号機シルトフェンス内側～港湾口東側の海水の濃度推移（Ｃｓ－１３７）

0.1

1.0

10.0

100.0

1,000.0

10,000.0

100,000.0

13/6/10 13/6/20 13/6/30 13/7/10 13/7/20 13/7/30 13/8/9 13/8/19 13/8/29 13/9/8 13/9/18 13/9/28 13/10/8 13/10/18

2号機シルトフェンス内側
Cs-137

2,3号機取水口間
Cs-137

東波除堤北側
Cs-137

物揚場
Cs-137

港湾口
Cs-137

港湾口東側
Cs-137

港湾口
Cs-137 ND値

港湾口東側
Cs-137 ND値

Bq/L

1,2号機取水口間南側地盤改良工事 9/25～

Cs-137
告示濃度
90Bq/L

ウェルポイント稼働 8/15～

2号機シルトフェンス内側
Cs-137

2,3号機取水口間
Cs-137

東波除堤北側
Cs-137

物揚場
Cs-137

港湾口
Cs-137

港湾口東側
Cs-137

港湾口
Cs-137 ND値

港湾口東側
Cs-137 ND値
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

海水のモニタリングデータ（10／11）

2号機シルトフェンス内側～港湾口東側の海水の濃度推移（全β）

0.1

1.0

10.0

100.0

1,000.0

10,000.0

100,000.0

13/6/10 13/6/20 13/6/30 13/7/10 13/7/20 13/7/30 13/8/9 13/8/19 13/8/29 13/9/8 13/9/18 13/9/28 13/10/8 13/10/18

2号機シルトフェンス内側
全β

2,3号機取水口間
全β

東波除堤北側
全β

物揚場
全β

港湾口
全β

港湾口東側
全β

Sr-90
告示濃度
30Bq/L

ウェルポイント稼働 8/15～

1,2号機取水口間南側地盤改良工事   9/25～

2号機シルトフェンス内側
全β

2,3号機取水口間
全β

東波除堤北側
全β

物揚場
全β

港湾口
全β

港湾口東側
全β
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

海水のモニタリングデータ（11／11）

2号機シルトフェンス内側～港湾口東側の海水の濃度推移（Ｈ－３）

0.1

1.0

10.0

100.0

1,000.0

10,000.0

100,000.0

13/6/10 13/6/20 13/6/30 13/7/10 13/7/20 13/7/30 13/8/9 13/8/19 13/8/29 13/9/8 13/9/18 13/9/28 13/10/8 13/10/18

2号機シルトフェンス内側
H-3

2,3号機取水口間
H-3

東波除堤北側
H-3

物揚場
H-3

港湾口
H-3

港湾口東側
H-3

Bq/L

H-3
告示濃度
60000Bq/L

ウェルポイント稼働 8/15～

1,2号機取水口間南側地盤改良工事  9/25～

2号機シルトフェンス内側
H-3

2,3号機取水口間
H-3

東波除堤北側
H-3

物揚場
H-3

港湾口
H-3

港湾口東側
H-3
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

（２）護岸エリアの対策について（２）護岸エリアの対策について

１．護岸エリア対策の進捗について１．護岸エリア対策の進捗について

２．地下水位の測定結果と地盤改良の効果２．地下水位の測定結果と地盤改良の効果

３．１号機スクリーンポンプ室北側エリア（調査孔３．１号機スクリーンポンプ室北側エリア（調査孔No.0No.0--11付近）の調査について付近）の調査について

４．観測孔調査計画の進捗について４．観測孔調査計画の進捗について
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

１．１ 護岸エリア対策の進捗および計画 [１－２号機間進捗]

⑥地盤改良（山側）：0本／167本
（H25.12末 完了予定）

①地盤改良（海側）：228本／228本
（H25.7.8 ～ 8.9 完了）

⑤地盤改良（山側）:115本／214本
（H25.8.13～ 工事着手）

（H25.11末 1列目完了予定）
（H25.12末 2列目完了予定）

②ウェルポイント：28基／28基
（H25.8.15～ 稼働開始）

施工完了数／計画数
（工程）

③支障物撤去（山側）
[昼作業]

(H25.8～H25.11中 予定)

※施工範囲･工程は現場状況により変更の可能性あり

④地盤改良（山側）:10本／117本
（H25.9.25～ 工事着手）
（H25.12末 完了予定）
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

①地盤改良（海側）：179本／249本
（H25.8.29 ～ H25.11上 予定）

②ウェルポイント：29基／29基
（稼働準備完了）

１．２ 護岸エリア対策の進捗および計画 [２－３号機間進捗および計画]

③支障物撤去（山側）[昼作業]
（H25.８.22 ～ H25.11上予定）

※施工範囲･工程は現場状況により変更の可能性あり

④地盤改良（山側）：25本／447本
（H25.10.1 ～ H25.12上予定）
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

①地盤改良（海側）：29本／132本
（H25.8.23 ～ H25.11中 予定）

②ウェルポイント：7基／7基
（稼働準備完了）

④地盤改良（山側）
（H25.11中 ～ H25.12末 予定）

１．３ 護岸エリア対策の進捗および計画 [３－４号機間進捗および計画]

③支障物撤去（山側）[昼作業]
（H25.8.22 ～ H25.10.11 完了）

※施工範囲･工程は現場状況により変更の可能性あり
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

（参考）支障物撤去の状況 [３－４号機間進捗および計画]

#3-4号機間の地盤改良に関わる支障物撤去については、10月11日に完了

瓦礫撤去前 瓦礫撤去後

瓦礫撤去後
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社
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No.1 No.1-2 No.1-8
No.1-9 No.1-11 No.1-16

小名浜潮位 時間雨量

地盤改良範囲内の地下水位（No.1,No.1-2,No.1-8,No.1-11,No1-16）は、ウェル

ポイントでの排水により、地盤改良天端レベル（O.P.+2.20m）以下で推移。

２．地下水位の測定結果と地盤改良の効果（１－２号機間）

累計水移送量（累計水移送量（8/98/9～）～）
約約3,000m33,000m3

▼地盤改良天端ライン（▼地盤改良天端ライン（O.P.+2.20mO.P.+2.20m））

●●
No.1No.1--88

No.1No.1--99 ●●

●●
No.1No.1--1616

●●No.1No.1--1111

●●
No.1No.1--22●●

No.1No.1
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社
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10.0

15.0
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［
m
m
］

福島第一原子力発電所における降水量 小名浜潮位

地下水位（地下水観測孔No.2） 地下水位（地下水観測孔No.2-1）

地下水位（地下水観測孔No.2-5） 地下水位（地下水観測孔No.2-6）

【参考】地下水位の測定結果（２－３号機間）

#2-3号機取水口間

No.2の地下水位は、O.P.+3.0m程度で推移

No.2-5およびNo.2-6の地下水位は、O.P.+2.0m～O.P.+2.5m程度で推移

No.2-1については、薬液注入の影響のため9/11よりデータ欠測

No.2No.2 ●●

No.2No.2--66 ●●

●● No.2No.2--55

●●No.2No.2--11
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社
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福島第一原子力発電所における降水量 小名浜潮位

地下水位（地下水観測孔No.3） 地下水位（地下水観測孔No.3-4）

【参考】地下水位の測定結果（３－４号機間）

#3-4号機取水口間

No.3の地下水位は、O.P.+2.5m～O.P.3.0m程度で推移。なお、9/26～10/1は水位

計の取替え作業のためデータ欠測

No.3-4は9/10より地下水位の計測を開始し、O.P.+2.2m～O.P.+2.8m程度で推移

●●

No.3No.3

●● No.3No.3--44
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

【委員コメント】

 調査孔No.0-1の追加調査を実施するにあたり、埋戻土層と中粒砂岩層の各々の層

について水質確認を計画・実施すること。

 調査孔No.0-1で検出されたトリチウムの経路を調査するため、当該エリアの3箇

所で追加調査を計画。このうち護岸付近の2箇所においては、埋戻土層（深さ

5m；No.0-1-1，No.0-3-1）と中粒砂岩層（深さ13m；No.0-1-2，No.0-3-

2）の調査を実施。

上

No.0-3-2

中下中上

11月

No.0-1-1

No.0-1-2

No.0-4

No.0-3-1

H25年10月

施工位置図 工程

No.0No.0--11 単位：単位：BqBq/L/L

全ベータ：全ベータ：116600（（10/610/6採取分）採取分）

トリチウム：トリチウム：16,000(10/616,000(10/6採取分採取分)) No.0No.0--22 単位：単位：BqBq/L/L

全ベータ：全ベータ： 2828（（10/610/6採取分）採取分）

トリチウム：トリチウム： ND (10/6ND (10/6採取分採取分))

３．調査孔No.0-1付近の追加調査について（１／２）

N

※埋戻土層において改良体(厚さ2m程度)が
確認されたため、施工場所を再度選定中
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

３．調査孔No.0-1付近の追加調査について（２／２）

泥質部

O.P.-11.0m

中粒

砂岩層

O.P.-4.0m

埋戻土
層

O.P.+3.7mｺﾝｸﾘｰﾄ

O.P.+4.0m

φ116mm

2.0m

3.0m

O.P.-1.0m

O.P.+2.0m

φ50mm

φ50mm

φ86mm

φ86mm

3.0m

2.0m

8.0m
セメント

（厚さ9ｍ）

φ190mm

ケーシング建込
（鋼製）

ベントナイト
による遮水

（厚さ１ｍ）

ベントナイト
による遮水

（厚さ１ｍ）

セメント
（厚さ1ｍ）

砂（ケイ砂２号）

砂（ケイ砂２号）

メッシュ
（砂流入防止用，目の開き，
1mm×1mm程度）

メッシュ
（砂流入防止用，目の開き，
1mm×1mm程度）

O.P.-9.0m

No.0-1-1
No.0-3-1

No.0-1-2
No.0-3-2
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

（参考）調査孔0-1の採水方法

泥質部

O.P.-11.0m

中粒

砂岩層

O.P.-4.0m

埋戻土
層

O.P.+3.7mｺﾝｸﾘｰﾄ

O.P.+4.0m

12.7m

3.3m

採水器での採水

4m程度

：採水ポイント

調査孔No.0-1の深さ方向の水質分布を把握する目的で、孔内の複数箇所において、

採水器で孔内水を採水し水質分析を実施予定。（従来は、孔底より1m程度でポンプ

採水を実施）

泥質部

O.P.-11.0m

中粒

砂岩層

O.P.-4.0m

埋戻土
層

O.P.+3.7mｺﾝｸﾘｰﾄ

O.P.+4.0m

12.7m

3.3m

従来方法（ポンプ採水）

1m程度

2m程度

1m程度

1m程度
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T1180066
長方形

T1180066
タイプライターテキスト
第7回WG以降、追加・計画変更した観測孔

T1180066
長方形

T1180066
長方形

T1180066
長方形

T1180066
長方形

t1247451
タイプライターテキスト
【備考】
　・No.0-1の追加調査として、埋戻土層と中粒砂岩層の調査を実施するため、
　　No.0-1-1、No.0-1-2、No.0-3-1、No.0-3-2の調査孔を追加
　・タービン建屋東側の互層部の水質調査を実施するため、H25J④、H25J⑦の調査孔を追加
　　（10月４日公表済み）

t1247451
タイプライターテキスト
４．観測孔調査計画について



観測孔調査計画

下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

　※薬液注入の影響を受けたと考えられる調査孔は、
　取り消し線を記載（例：No.1-1）

2013.10.11ver

１２月

※工事工程は、検討に応じて変更の可能性あり

● ○ ○

○ ○● No.0-1-1

No.0-1-2
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○

27

28

No.3-4 ○ ○

完了

完了

完了

完了

完了

測定頻度
　
　・水質確認　　　　　：　施工完了時　１回
　・水質監視　　　　　：　週１回
　　　　　　　　　　　　　　　　※必要に応じて頻度見直しの可能性あり

　・土壌汚染確認　　：　施工完了時１回
　・地下水位の監視 ：　毎正時

完了

完了

完了

準備作業

準備作業

完了

完了

完了

施工場所の再選定
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

（３）２，３号機海水配管トレンチ（主トレンチ）（３）２，３号機海水配管トレンチ（主トレンチ）

汚染水水抜き対策について汚染水水抜き対策について

１．凍結試験の進捗および評価について

２．凍結止水 施工方法について
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

１．１ 凍結試験の進捗および評価（１）試験概要

・配管，ケーブルトレイ等の状況を模擬できるよう試験模型を設定

・効果的な凍結管の配置を検討するため，複数の試験を実施

・配管，ケーブルトレイ等の状況を模擬できるよう試験模型を設定・配管，ケーブルトレイ等の状況を模擬できるよう試験模型を設定

・効果的な凍結管の配置を検討するため，複数の試験を実施・効果的な凍結管の配置を検討するため，複数の試験を実施

３列２列凍結管の列数

ありなし外側（地盤側）からの冷却

満水空満水－配管内水状態

トレンチ内設備に従う一定凍結管の間隔

ありなし
トレンチ内設備
（配管等）

CASE_4CASE_3CASE_2CASE_1

・CASE_1 ：基本ケース（支障物がない状況での止水確認）

・CASE_2 vs CASE_3：立坑外側地盤 凍結管有無 比較

配管内水有無 比較

・CASE_2 vs CASE_4：凍結管列数（２列 vs ３列）比較

（※第２回汚染水対策WG資料再掲）
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

CASE_1 CASE_2 CASE_3 CASE_4

断面図

底面付近平面図

断面図

底面付近平面図

断面図

底面付近平面図

断面図

底面付近平面図

ｹｰﾌﾞﾙﾄﾚｲ

模擬立坑壁

配管

凍結管

測温点

パッカー

・冷却液の温度（目標値）：－４０℃

・冷凍機の仕様：５０ＨＰ（37kW）

・凍結難易度： （易） CASE1 → 4 → 3 → 2 （難）

凍結管本数：６本 凍結管本数：６本 凍結管本数：８本 凍結管本数：１０本

（※第７回汚染水対策WG資料再掲）１．２ 凍結試験の進捗および評価（２）試験概要図
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

-30

-20

-10

0

10

20

30

40

0 10 20 30 40 50
凍結日数(day)

温
度

(℃
)

CASE1 CASE2

CASE3 CASE4

-30

-20

-10

0

10

20

30

40

0 10 20 30 40 50
凍結日数(day)

温
度

(℃
)

CASE1 CASE2

CASE3 CASE4

１．３ 凍結試験の進捗および評価（３）凍結状況（１０／１１時点）

凍結開始50日目
（10/11 8:00現在）

凍結開始50日目
（10/11 8:00現在）

-12.5℃

+0.0℃

-5.5℃

-13.5℃

-24.3℃

-6.6℃

-18.8℃

-23.7℃
【No.6中段】

CASE_1 CASE_2 CASE_3 CASE_4

【No.4中段】

：測温点No.4

：測温点No.6

温度分布コンター図（概略）

断面図

CASE_1 CASE_2 CASE_3 CASE_4

温度グラフ

※全測温点のデータは，参考資料に掲載
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

凍結状況 CASE4（9/26撮影）

20cm程度

凍
結
壁
完
成
範
囲

パッカー
↓ タンク側壁

↓

←
凍
結
管

測温点No.4
↓

１．４ 凍結試験の進捗および評価（４）凍結状況写真

凍結状況 CASE4（10/10撮影）

止水確認状況 CASE1（10/12撮影）止水確認状況 CASE1（10/12撮影）

水抜き側

水あり

凍結止水壁

漏えいがないことを確認

凍結止水壁完成
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

１．５ 凍結試験の進捗および評価（５）試験評価（途中段階）

CASE1,4に関しては，凍結による止水壁の造成が完了し，現在止水性能確認中

【試験評価（途中段階）】

CASE_3 CASE_4

差異分凍結管

CASE3およびCASE4における温度低下の差異は，凍結管の本数の違いにより生じたものと考えられる

CASE2,3に関しては，凍結が完了していないため，凍結管を追加設置し，その効果を確認する
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

１．６ 凍結試験の進捗および評価（６）追加試験計画

ケーブルトレイ部へ凍結管を追加設置し，

その効果を確認する （右図参照）

凍結後における電源停止などによる凍結

停止を想定した，止水壁が融解するまで

の期間について確認する

CASE2 凍結管２本追加 CASE3 凍結管１本追加

追加凍結管

【追加試験計画 （CASE2, 3）】

地中温度は一般的に5m程度以深から年間を通じてほぼ一定となり，東北地方は10～

15℃程度で年間推移していることから，夏期においても凍結維持には影響はないもの

と考えている

海水による凝固点降下は-1.8℃程度であり，冷却液の設定温度（-40℃）と比較して

十分小さいため，凍結に与える影響は小さいものと判断している

【地中温度および海水の凝固点効果が凍結への及ぼす影響について】
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

※ 試験工程は、検討状況に応じて変更の可能性あり

CASE1,4については，片側水抜き・止水状況確認の実施中，その後融解期間確認予定

CASE2,3については，凍結管追加設置中であり，その後凍結継続実施予定

CASE1,4については，片側水抜き・止水状況確認の実施中，その後融解期間確認予定

CASE2,3については，凍結管追加設置中であり，その後凍結継続実施予定

１．７ 凍結試験の進捗および評価（７）今後の試験工程

10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30

CASE1

CASE2

CASE3

CASE4

8 9 10 11

凍結工

片側水抜き・止水確認

融解期間確認

片側水抜き・止水確認

融解期間確認

凍結管追加設置

凍結管追加設置

凍結工

凍結工

凍結工
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

２．１ 凍結止水 施工方法について（１）全体平面図

２号機タービン建屋 ３号機タービン建屋

２号機海水
配管トレンチ

３号機海水
配管トレンチ

立坑Ａ

立坑Ｂ

立坑Ｃ

立坑Ｄ

トンネルＢ

開
削
ダ
ク
ト

：凍結止水実施箇所

立坑Ａ

立坑Ｂ
立坑Ｃ

立坑Ｄ

トンネルＢ

ト
ン
ネ
ル
Ａ

ト
ン
ネ
ル
Ｃ

Ｎ

ト
ン
ネ
ル
Ｃ

ト
ン
ネ
ル
Ａ

：内部閉塞箇所
既閉塞済

A

A
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

O.P.+10m

１

２
３

３ ２

４

配管

立
坑

立
坑

トンネル

ケーブル
トレイ

P

タ
ー

ビ

ン
建
屋

滞留水水位
O.P.約+3m

O.P.+7.4m

凍結管

凍結部分

２．２ 凍結止水 施工方法について（２）施工の流れ

準備・仮設工

凍結箇所削孔

・凍結管設置箇所，プラント設置箇所のヤード整備

今回説明箇所

・凍結管の配置計画（案）

凍結止水

汚染水 水抜き

トレンチ・立坑内閉塞

撤去片付け

：充填範囲

・凍結プラント計画（案）
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

グラウト
プラント

凍結プラント

：ブライン送り

：ブライン戻り

２．３ 凍結止水 施工方法について（３）準備・仮設工について

準備・仮設工

凍結箇所削孔

凍結止水

凍結止水の前倒しを図るため，試験と平行して凍結箇所およびプラント
設置箇所のヤード整備を進めていく

写真撮影方向

凍結箇所

#2T/B

施工には，配管類の移設，ガレキの撤去，
線量低減の実施が必要

凍結箇所周辺空間線量：0.5～2.0mSv/h
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

２．４ 凍結止水 施工方法について（４）凍結箇所削孔について

準備・仮設工

凍結箇所削孔

凍結止水

パッカーを可能な限り密に配置し，かつパッカーを配置できない箇所
については凍結管を配置する計画とした

試験の結果を踏まえ，ケーブルトレイ部や地中への凍結管設置を
計画に追加

OP-0.60

OP+10.20OP+10.0

OP+3.80

OP+3.20

OP-0.60

OP+10.00
OP+10.20

OP+3.80

OP+3.2

平面図 断面図(A-A断面) 正面図(B-B断面)

B

B

AA

#2T/B #2T/B

凍結管および測温管配置案 【２号機立坑Ａ】

：凍結管

：パッカー

：測温管

：凍結管
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

グラウト
プラント

凍結プラント

：ブライン送り

：ブライン戻り

２．５ 凍結止水 施工方法について（５）凍結止水について

準備・仮設工

凍結箇所削孔

凍結止水

受電元を複数用意し，電源の冗長化を図る

凍結管の追加設置が可能なように，余裕のあるスペックとする

（200馬力（#2,3分）+100馬力（予備））

【凍結プラントについて】

凍結プラント配置案
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

※ 工事工程は、検討に応じて変更の可能性あり

凍結試験を継続して実施するとともに，並行して評価や施工計画への反映を進める

凍結試験の評価を待たず，施工ヤードの線量低減対策等の作業に早期着手予定

凍結試験を継続して実施するとともに，並行して評価や施工計画への反映を進める

凍結試験の評価を待たず，施工ヤードの線量低減対策等の作業に早期着手予定

上 下 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6

　検討 概念検討

基本検討

詳細検討

　凍結試験  試験準備

　 凍結（８／２２～）

評価

　対策工事 　 準備工（線量低減対策など）

凍結止水

水抜き

閉塞

片付工

項 目
Ｈ２７Ｈ２６Ｈ２５

Ｈ２４
年度

２．６ 凍結止水 施工方法について（６）全体工程（※第７回汚染水対策WG資料再掲）
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（参考資料）     
 
 
 
 
 
 
 
 

凍結止水実証試験 
温度測定経時変化図 

 
 
 
 
 

平成２５年８月２２日 ～ 平成２５年１０月１１日＊ 
 
 
 
 

東京電力株式会社 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊「１０月１７日」と記載しておりましたが、正しくは「１０月１１日」です。お詫びして訂正させて頂きます。（10 月 23 日訂正） 
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A-A断面
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タイプライターテキスト

t1226778
タイプライターテキスト
※次ページ以降における凡例の見方
　　　
　　ケース番号　測温点番号　深度方向設置位置
例）　　C1　　-　　S4　　　-　　　　1
但し，深度方向設置位置は次のとおりとする。
　　　１・・・表面付近
　　　２・・・水深１ｍ
　　　３・・・底面付近


t1226778
長方形



モックアップ実験工事 CASE-1 測温管（S1･S2･S3） 経時変化図
出力期間 2013-08-22 08:00 ～ 2013-10-21 08:00

工 程

C1-S1-2
C1-S2-1
C1-S2-3

-50.0 -50.0

-40.0 -40.0

-30.0 -30.0

-20.0 -20.0

-10.0 -10.0

0.0 0.0

10.0 10.0

20.0 20.0

30.0 30.0

40.0 40.0

(ﾟC) (ﾟC)

C1-S3-1
C1-S3-2
C1-S3-3

-50.0 -50.0

-40.0 -40.0

-30.0 -30.0

-20.0 -20.0

-10.0 -10.0

0.0 0.0

10.0 10.0

20.0 20.0

30.0 30.0

40.0 40.0

(ﾟC) (ﾟC)

08:00
08/22
2013'

08:00
08/27

08:00
09/01

08:00
09/06

08:00
09/11

08:00
09/16

08:00
09/21

08:00
09/26

08:00
10/01

08:00
10/06

08:00
10/11

08:00
10/16

08:00
10/21
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t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
タイプライターテキスト
C1-S3-1

t1226778
タイプライターテキスト
C1-S3-2

t1226778
タイプライターテキスト
C1-S3-3

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
タイプライターテキスト
※C1-S1-2に関しては外気温のため図中に標記なし



モックアップ実験工事 CASE-1 測温管（S4･S5） 経時変化図
出力期間 2013-08-22 08:00 ～ 2013-10-21 08:00

工 程

C1-S4-1
C1-S4-2
C1-S4-3

-50.0 -50.0

-40.0 -40.0

-30.0 -30.0

-20.0 -20.0

-10.0 -10.0

0.0 0.0

10.0 10.0

20.0 20.0

30.0 30.0

40.0 40.0

(ﾟC) (ﾟC)

C1-S5-1
C1-S5-2
C1-S5-3

-50.0 -50.0

-40.0 -40.0

-30.0 -30.0

-20.0 -20.0

-10.0 -10.0

0.0 0.0

10.0 10.0

20.0 20.0

30.0 30.0

40.0 40.0

(ﾟC) (ﾟC)

08:00
08/22
2013'

08:00
08/27

08:00
09/01

08:00
09/06

08:00
09/11

08:00
09/16

08:00
09/21

08:00
09/26

08:00
10/01

08:00
10/06

08:00
10/11

08:00
10/16

08:00
10/21

55

t1226778
画像

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
タイプライターテキスト
C1-S4-1

t1226778
タイプライターテキスト
C1-S4-2

t1226778
タイプライターテキスト
C1-S4-3

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
画像

t1226778
楕円

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
タイプライターテキスト
C1-S5-3

t1226778
タイプライターテキスト
C1-S5-2

t1226778
タイプライターテキスト
C1-S5-1



モックアップ実験工事 CASE-1 測温管（S6） 経時変化図
出力期間 2013-08-22 08:00 ～ 2013-10-21 08:00

工 程

C1-S6-1
C1-S6-2
C1-S6-3

-50.0 -50.0

-40.0 -40.0

-30.0 -30.0

-20.0 -20.0

-10.0 -10.0

0.0 0.0

10.0 10.0

20.0 20.0

30.0 30.0

40.0 40.0

(ﾟC) (ﾟC)

08:00
08/22
2013'

08:00
08/27

08:00
09/01

08:00
09/06

08:00
09/11

08:00
09/16

08:00
09/21

08:00
09/26

08:00
10/01

08:00
10/06

08:00
10/11

08:00
10/16

08:00
10/21

56

t1226778
画像

t1226778
楕円

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
タイプライターテキスト
C1-S6-3

t1226778
タイプライターテキスト
C1-S6-2

t1226778
タイプライターテキスト
C1-S6-1



モックアップ実験工事 CASE-1 測温管（S12） 経時変化図
出力期間 2013-08-22 08:00 ～ 2013-10-21 08:00

工 程

C1-S12-3

-50.0 -50.0

-40.0 -40.0

-30.0 -30.0

-20.0 -20.0

-10.0 -10.0

0.0 0.0

10.0 10.0

20.0 20.0

30.0 30.0

40.0 40.0

(ﾟC) (ﾟC)

08:00
08/22
2013'

08:00
08/27

08:00
09/01

08:00
09/06

08:00
09/11

08:00
09/16

08:00
09/21

08:00
09/26

08:00
10/01

08:00
10/06

08:00
10/11

08:00
10/16

08:00
10/21

57

t1226778
画像

t1226778
楕円

t1226778
線

t1226778
楕円

t1226778
タイプライターテキスト
C1-S12-3



モックアップ実験工事 CASE-2 測温管（S2･S3） 経時変化図
出力期間 2013-08-22 08:00 ～ 2013-10-21 08:00

工 程

C2-S02-1
C2-S02-3

-50.0 -50.0

-40.0 -40.0

-30.0 -30.0

-20.0 -20.0

-10.0 -10.0

0.0 0.0

10.0 10.0

20.0 20.0

30.0 30.0

40.0 40.0

(ﾟC) (ﾟC)

C2-S03-1
C2-S03-2
C2-S03-3

-50.0 -50.0

-40.0 -40.0

-30.0 -30.0

-20.0 -20.0

-10.0 -10.0

0.0 0.0

10.0 10.0

20.0 20.0

30.0 30.0

40.0 40.0

(ﾟC) (ﾟC)

08:00
08/22
2013'

08:00
08/27

08:00
09/01

08:00
09/06

08:00
09/11

08:00
09/16

08:00
09/21

08:00
09/26

08:00
10/01

08:00
10/06

08:00
10/11

08:00
10/16

08:00
10/21

58

t1226778
画像

t1226778
タイプライターテキスト
C2-S02-3

t1226778
タイプライターテキスト
C2-S02-1

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
長方形

t1226778
長方形

t1226778
画像

t1226778
長方形

t1226778
長方形

t1226778
楕円

t1226778
タイプライターテキスト
C2-S03-1

t1226778
タイプライターテキスト
C2-S03-2

t1226778
タイプライターテキスト
C2-S03-3

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
楕円



モックアップ実験工事 CASE-2 測温管（S4･S5） 経時変化図
出力期間 2013-08-22 08:00 ～ 2013-10-21 08:00

工 程

C2-S04-1
C2-S04-2
C2-S04-3

-50.0 -50.0

-40.0 -40.0

-30.0 -30.0

-20.0 -20.0

-10.0 -10.0

0.0 0.0

10.0 10.0

20.0 20.0

30.0 30.0

40.0 40.0

(ﾟC) (ﾟC)

C2-S05-1
C2-S05-2
C2-S05-3

-50.0 -50.0

-40.0 -40.0

-30.0 -30.0

-20.0 -20.0

-10.0 -10.0

0.0 0.0

10.0 10.0

20.0 20.0

30.0 30.0

40.0 40.0

(ﾟC) (ﾟC)

08:00
08/22
2013'

08:00
08/27

08:00
09/01

08:00
09/06

08:00
09/11

08:00
09/16

08:00
09/21

08:00
09/26

08:00
10/01

08:00
10/06

08:00
10/11

08:00
10/16

08:00
10/21

59

t1226778
画像

t1226778
長方形

t1226778
長方形

t1226778
タイプライターテキスト
C2-S04-1

t1226778
タイプライターテキスト
C2-S04-2

t1226778
タイプライターテキスト
C2-S04-3

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
長方形

t1226778
長方形

t1226778
画像

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
タイプライターテキスト
C2-S05-1

t1226778
タイプライターテキスト
C2-S05-2

t1226778
タイプライターテキスト
C2-S05-3

t1226778
長方形

t1226778
長方形

t1226778
楕円

t1226778
楕円



モックアップ実験工事 CASE-2 測温管（S6･S7） 経時変化図
出力期間 2013-08-22 08:00 ～ 2013-10-21 08:00

工 程

C2-S06-1
C2-S06-2
C2-S06-3

-50.0 -50.0

-40.0 -40.0

-30.0 -30.0

-20.0 -20.0

-10.0 -10.0

0.0 0.0

10.0 10.0

20.0 20.0

30.0 30.0
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(ﾟC) (ﾟC)

C2-S07-1
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C2-S07-3
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-30.0 -30.0

-20.0 -20.0
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20.0 20.0
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40.0 40.0

(ﾟC) (ﾟC)

08:00
08/22
2013'

08:00
08/27

08:00
09/01

08:00
09/06

08:00
09/11

08:00
09/16

08:00
09/21

08:00
09/26

08:00
10/01

08:00
10/06

08:00
10/11

08:00
10/16

08:00
10/21

60

t1226778
画像

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
タイプライターテキスト
C2-S06-3

t1226778
タイプライターテキスト
C2-S06-2

t1226778
タイプライターテキスト
C2-S06-1

t1226778
長方形

t1226778
長方形

t1226778
画像

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
タイプライターテキスト
C2-S07-3

t1226778
タイプライターテキスト
C2-S07-2

t1226778
タイプライターテキスト
C2-S07-1

t1226778
長方形

t1226778
長方形



モックアップ実験工事 CASE-2 測温管（S8･S9） 経時変化図
出力期間 2013-08-22 08:00 ～ 2013-10-21 08:00

工 程

C2-S08-1
C2-S08-2
C2-S08-3

-50.0 -50.0

-40.0 -40.0

-30.0 -30.0

-20.0 -20.0

-10.0 -10.0

0.0 0.0

10.0 10.0

20.0 20.0

30.0 30.0

40.0 40.0

(ﾟC) (ﾟC)

C2-S09-1
C2-S09-2
C2-S09-3

-50.0 -50.0

-40.0 -40.0

-30.0 -30.0

-20.0 -20.0

-10.0 -10.0

0.0 0.0

10.0 10.0

20.0 20.0

30.0 30.0

40.0 40.0

(ﾟC) (ﾟC)

08:00
08/22
2013'

08:00
08/27

08:00
09/01

08:00
09/06

08:00
09/11

08:00
09/16

08:00
09/21

08:00
09/26

08:00
10/01

08:00
10/06

08:00
10/11

08:00
10/16

08:00
10/21

61

t1226778
画像

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
タイプライターテキスト
C2-S08-3

t1226778
タイプライターテキスト
C2-S08-2

t1226778
タイプライターテキスト
C2-S08-1

t1226778
長方形

t1226778
長方形

t1226778
画像

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
タイプライターテキスト
C2-S09-3

t1226778
タイプライターテキスト
C2-S09-2

t1226778
タイプライターテキスト
C2-S09-1

t1226778
長方形

t1226778
長方形



モックアップ実験工事 CASE-2 測温管（S10･S11） 経時変化図
出力期間 2013-08-22 08:00 ～ 2013-10-21 08:00

工 程

C2-S10-1
C2-S10-2
C2-S10-3
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-40.0 -40.0
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-20.0 -20.0

-10.0 -10.0

0.0 0.0

10.0 10.0

20.0 20.0

30.0 30.0

40.0 40.0

(ﾟC) (ﾟC)

C2-S11-1
C2-S11-2
C2-S11-3
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-40.0 -40.0

-30.0 -30.0

-20.0 -20.0
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0.0 0.0

10.0 10.0

20.0 20.0

30.0 30.0

40.0 40.0

(ﾟC) (ﾟC)

08:00
08/22
2013'

08:00
08/27

08:00
09/01

08:00
09/06

08:00
09/11

08:00
09/16

08:00
09/21

08:00
09/26

08:00
10/01

08:00
10/06

08:00
10/11

08:00
10/16

08:00
10/21

62

t1226778
画像

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
タイプライターテキスト
C2-S10-3

t1226778
タイプライターテキスト
C2-S10-2

t1226778
タイプライターテキスト
C2-S10-1

t1226778
長方形

t1226778
長方形

t1226778
画像

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
タイプライターテキスト
C2-S11-3

t1226778
タイプライターテキスト
C2-S11-2

t1226778
タイプライターテキスト
C2-S11-1

t1226778
長方形

t1226778
長方形



モックアップ実験工事 CASE-2 測温管（S12） 経時変化図
出力期間 2013-08-22 08:00 ～ 2013-10-21 08:00

工 程

C2-S12-3
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2013'
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08/27

08:00
09/01

08:00
09/06

08:00
09/11

08:00
09/16

08:00
09/21

08:00
09/26

08:00
10/01

08:00
10/06

08:00
10/11

08:00
10/16

08:00
10/21

63

t1226778
画像

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
線

t1226778
タイプライターテキスト
C2-S12-3

t1226778
長方形

t1226778
長方形

t1226778
画像



モックアップ実験工事 CASE-3 測温管（S2･S3） 経時変化図
出力期間 2013-08-22 08:00 ～ 2013-10-21 08:00

工 程

C3-S02-1
C3-S02-3
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-20.0 -20.0

-10.0 -10.0

0.0 0.0

10.0 10.0

20.0 20.0

30.0 30.0

40.0 40.0

(ﾟC) (ﾟC)
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2013'
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09/06

08:00
09/11

08:00
09/16

08:00
09/21

08:00
09/26

08:00
10/01

08:00
10/06

08:00
10/11

08:00
10/16

08:00
10/21

64

t1226778
画像

t1226778
長方形

t1226778
楕円

t1226778
タイプライターテキスト
C3-S02-1

t1226778
タイプライターテキスト
C3-S02-3

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
画像

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
タイプライターテキスト
C3-S03-3

t1226778
タイプライターテキスト
C3-S03-1

t1226778
長方形

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
タイプライターテキスト
C3-S03-2

t1226778
線



モックアップ実験工事 CASE-3 測温管（S4･S5） 経時変化図
出力期間 2013-08-22 08:00 ～ 2013-10-21 08:00

工 程

C3-S04-1
C3-S04-2
C3-S04-3
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09/26

08:00
10/01

08:00
10/06

08:00
10/11

08:00
10/16

08:00
10/21

65

t1226778
画像

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
タイプライターテキスト
C3-S04-3

t1226778
タイプライターテキスト
C3-S04-2

t1226778
タイプライターテキスト
C3-S04-1

t1226778
楕円

t1226778
長方形

t1226778
画像

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
タイプライターテキスト
C3-S05-3

t1226778
タイプライターテキスト
C3-S05-2

t1226778
タイプライターテキスト
C3-S05-1

t1226778
楕円

t1226778
長方形



モックアップ実験工事 CASE-3 測温管（S6･S7） 経時変化図
出力期間 2013-08-22 08:00 ～ 2013-10-21 08:00

工 程
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モックアップ実験工事 CASE-3 測温管（S8･S9） 経時変化図
出力期間 2013-08-22 08:00 ～ 2013-10-21 08:00

工 程
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モックアップ実験工事 CASE-3 測温管（S10･S11） 経時変化図
出力期間 2013-08-22 08:00 ～ 2013-10-21 08:00

工 程
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モックアップ実験工事 CASE-3 測温管（S12） 経時変化図
出力期間 2013-08-22 08:00 ～ 2013-10-21 08:00

工 程
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モックアップ実験工事 CASE-4 測温管（S2･S3） 経時変化図
出力期間 2013-08-22 08:00 ～ 2013-10-21 08:00

工 程
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モックアップ実験工事 CASE-4 測温管（S4･S5） 経時変化図
出力期間 2013-08-22 08:00 ～ 2013-10-21 08:00

工 程
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モックアップ実験工事 CASE-4 測温管（S6･S7） 経時変化図
出力期間 2013-08-22 08:00 ～ 2013-10-21 08:00

工 程
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モックアップ実験工事 CASE-4 測温管（S8･S9） 経時変化図
出力期間 2013-08-22 08:00 ～ 2013-10-21 08:00

工 程

C4-S08-1
C4-S08-2
C4-S08-3

-50.0 -50.0

-40.0 -40.0

-30.0 -30.0

-20.0 -20.0

-10.0 -10.0

0.0 0.0

10.0 10.0

20.0 20.0

30.0 30.0

40.0 40.0

(ﾟC) (ﾟC)

C4-S09-1
C4-S09-2
C4-S09-3

-50.0 -50.0

-40.0 -40.0

-30.0 -30.0

-20.0 -20.0

-10.0 -10.0

0.0 0.0

10.0 10.0

20.0 20.0

30.0 30.0

40.0 40.0

(ﾟC) (ﾟC)

08:00
08/22
2013'

08:00
08/27

08:00
09/01

08:00
09/06

08:00
09/11

08:00
09/16

08:00
09/21

08:00
09/26

08:00
10/01

08:00
10/06

08:00
10/11

08:00
10/16

08:00
10/21

73

t1226778
画像

t1226778
線

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
タイプライターテキスト
C4-S08-1

t1226778
タイプライターテキスト
C4-S08-2

t1226778
タイプライターテキスト
C4-S08-3

t1226778
楕円

t1226778
画像

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
楕円

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
線

t1226778
楕円

t1226778
タイプライターテキスト
C4-S09-1

t1226778
タイプライターテキスト
C4-S09-2

t1226778
タイプライターテキスト
C4-S09-3



モックアップ実験工事 CASE-4 測温管（S10･S11） 経時変化図
出力期間 2013-08-22 08:00 ～ 2013-10-21 08:00

工 程
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モックアップ実験工事 CASE-4 測温管（S12） 経時変化図
出力期間 2013-08-22 08:00 ～ 2013-10-21 08:00

工 程
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ブラインタンク温度 経時変化図
出力期間 2013-08-22 08:00 ～ 2013-10-21 08:00

工 程
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平成 25 年 10 月 11 日現在 
護岸エリアの汚染水対策の進捗状況 

（１）地盤改良 
 １号北側 １－２号機間 ２－３号機間 ３－４号機間 

海側 
計画なし （7/8～8/9 完了）

228／228 本 
（8/29～ 

11 月上予定） 
179／249 本 

（8/23～ 
11 月中予定） 

29／132 本 

ウェルポイント 計画なし 28／28 基 
8/15～ 稼働 

29／29 基 
稼働準備完了 

7／7 基 
稼働準備完了 

山側 

計画なし （8/13～ 
12 月末予定） 
123／331 本 
北西側拡張分 

0／167 本 

10 月 1 日～ 
12 月上旬予定 

11 月中旬～ 
12 月末予定 

フェーシング 計画なし 1 月上旬～ 
2 月下旬予定 

12 月上旬～ 
3 月上旬予定 

1 月上旬～ 
3 月上旬予定 

海側遮水壁 
当該エリア前面 
鋼管矢板打設完了 

当該エリア前面 
鋼管矢板打設完了

当該エリア前面 
鋼管矢板打設 

12 月予定 

当該エリア前面 
鋼管矢板打設 

2 月予定 
 
（２）モニタリング孔 
（ⅰ）４ｍ盤 
 １号北側 １－２号機間 ２－３号機間 ３－４号機間 

観測孔進捗 11 月中旬完了予定 
2／7 本 

12 月上旬完了予定
10／17 本 

12 月下旬完了予定 
4／7 本 

11 月中旬完了予定
3／5 本 

ボーリングコア 
測定線量率測定 

11 月下旬完了予定 
2／7 本 

12 月中旬完了予定
6／14 本 

1 月中旬完了予定 
2／3 本 

11 月下旬完了予定
2／3 本 

水位監視 計画なし 9／10 本 4／7 本 3／5 本 
放射能監視 1／1 本 7／7 本 3／6 本 3／4 本 

監視データ 
特記事項 

No.0-1：3H 低下 No.1：Cs 低下 
No.1-2：Cs，全β
低下 
No.1-3：Cs 上昇、
全β低下 
No.1-5：Cs，全β，
3H とも低下 
No.1-9：Cs，全β
低下 

監視データに有意
な変動なし 

監視データに有意
な変動なし 

 
（ⅱ）１０ｍ盤※１ 
 １号機 ２号機 ３号機 ４号機 
観測孔進捗 8／8 本※３ 3／3 本 1／1 本 2／2 本 
ボーリングコア 
測定線量率測定 3／3 本 1／1 本 計画なし 計画なし 

放射能測定※２ 6／6 本 3／3 本 1／1 本 2／2 本 
※1  汚染範囲の把握に向けた追加の水質調査を検討中 
※2 現状の計画では観測孔掘削時のみ測定 
※3 観測孔のうち２本については，過去に試験的にボーリングしたもの 
 
（３）汚染源の除去及び浄化 
 対応状況 
２号機分岐トレンチ 水抜き済み（8／24），閉塞完了（8／29～9／11） 
２号機主トレンチ 浄化装置設置および移送配管工事開始（9／2），浄化開始予定（10 月上旬） 
３号機主トレンチ 浄化装置設置および移送配管工事開始（9／2），浄化開始予定（10 月上旬） 
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